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ご挨拶 
 

「卒園をお祝いします」 

社会福祉法人 子供の町 

理事長 斉之平伸一 

卒園を迎えた方々に心よりお祝い申し上

げます。 

皆さん一人一人には固有の素晴らしい長

所、強みがあります。それを更に磨き、社

会で立派に役立て、貢献していただくよう

期待しています。 

大いなる夢、希望を胸に抱き、日々前進

してください。 

皆さんの誠意、努力はいつか認められ、

報いられる日がきます。 

途中、逆境の日が続くこともあるかもし

れません。その苦難の日を乗り越えること

で、皆さんは、一段成長します。そのよう

なときには、急がず、慌てず、一日一日を

大切にして、一歩一歩進んでください。 

皆さんのご活躍とご健康を心よりお祈り

申し上げます。 

 

 

 

 

「もう少し活字にふれてみませんか」 

社会福祉法人 子供の町  

会長 田中 文男 

最近、電車の中で本や新聞を読んでいる

人をほとんど見かけなくなりました。その

代わり誰もがスマホを操っている。学校で

も勤め先でもパソコンを操作。活字から情

報や文化を得なくなりました。知識人と称

する人に多く読まれてきた週刊朝日もとう

とう廃刊。新しい時代の訪れですね。この

間もノーベル文学賞に輝いた大江健三郎氏

が他界されましたが（私はサインしていた

だいた本を持っています）どれだけの方が

関心を持っておられるか少し心配なきがし

ます。そこで巣立ちの春、4 月を迎える皆

さんに提案。本を読んでみませんかと！ 

 私が過ごした少年時代は第二次世界大戦

で東京は焼野原。誰もが活字欠乏症。新聞

を定価より高く売って商売をしていた人も

いたんです。有名なマンガの主人公もこの

時代貸本屋さんから誕生したんです。でも、

貸本屋さんも古本屋さんも今では少なくな

りました。（残っていますか？） 

 さて、本題。そういう時代を過ごしたの
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で本や新聞は大好きです。で、子供の町に

素敵な図書館を作りませんか。今ある図書

室も充実していますが、私は、蔵書だけで

も二千冊はあります。皆さんに読んでいた

だけそうな本を寄附しますよ。と、同時に

子供の町で読書の習慣をつけて欲しいし、

社会人になっても読書だけは続けて欲しい

な。学生なら読書は最重要です。と、いつ

もと違う春の提案をしました。因みに私は

中高の司書教諭と図書館

司書の免許を持っていま

す。読書が栄養剤でした。 

 さて、いよいよマスク

不要の時代到来。素顔で歩けるようになり

ました。コロナは少し不安ですがここから

は自分の責任。自分でしっかり歩きましょ

う。むろん、私も何かのときはいつでもサ

ポート致しますから。 

 

「支える人の存在」 

子供の町 施設長 坂本 仁志 

 気象庁から統計開始後、最速での桜の開

花報道があり、今年も春がやってきました。

今年の春は、３年間のコロナによる花見自

粛が緩和され、全国でお花見が楽しめそう

です。春は別れと出会いの季節、今年も９

名の高校３年生が子供の町から巣立ってい

きます。法律では 18 歳成人となった現在、

大人としての責任を背負っての生活がスタ

ートします。これから未来にわたっての長

い人生には、様々な困難な状況も待ち受け

ているかもしれませんが、それぞれが 18

年間生きてきた自信と自分で決めた進路に

自信を持って歩んでいってほしいと思って

います。 

 さて、この３月は WBC で日本国中が盛

り上がり、大谷選手や吉田選手などの活躍

により、見事世界の頂点をつかみ取りまし

た。日本野球の実力を３大会ぶりに世界に

大きくアピールしました。日本の多くの子

どもたちもこの大会を観て大きな夢と未来

への希望を抱いたのではないかと思います。 

 時期を重ねるようにして、政府が車いす

テニスの国枝慎吾さんに国民栄誉賞を授与

することが決定し、3 月 17 日に表彰式が

行われました。9 歳の時に脊髄の病気によ

り両足に障害が残った国枝さんは、その 2

年後から車いすテニスを始め、22 歳で世

界ランキング 1 位となり、四大大会のシン

グルスで歴代最多の 28 回の優勝を誇るな

ど前人未到の記録を打ち立ててきました。

パラリンピックにも 5 大会連続で出場し、

3 大会で金メダルを獲得しました。健常者

スポーツと違い、練習場所までの移動や練

習相手の確保・資金面など、パラスポーツ

選手が世界で戦うには、多くの障壁がある

中、長く世界の頂点に君臨することは容易

ではありません。その障壁を乗り越えた国

枝さんは、「世界のクニエダ」として世界

のテニス界の至宝であり、目標や憧れであ

ると言われています。テニスを経験したり

車いすに試乗した経験がある方であれば、

車いすに乗ってテニスをすることが如何に

至難のことか想像できるのではと思います。

日本でも少しづつパラスポーツへの関心が

高まりつつありますが、ハンデキャップを

乗り越えた先のアスリートとしての戦う姿

には、私たちに多くの勇気と沢山の感動を

もたらしてくれます。国枝さんは記者会見

で、「今回の賞は自分の活動を支えてくれ

たチームスタッフ、スポンサー、関係者や

家族、そしてファンの方々の情熱が認めら
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れたものと受け止めています。」と語って

います。支える人の存在あっての栄誉であ

り、支える人達の存在が栄誉であるという

ことを伝えたのだと思います。 

 18 歳の春、社会へ巣立っていく９名の

卒園生にも支える人の存在が必要です。生

活した時間はそれぞれですが、困ったり、

悩んだりした時には、一人で抱え込まず、

誰かに相談してほしいと思います。私たち

子供の町も、何時でもどんな時

でも支えるよう準備をしてお

きたいと思っています。 

 

「祝・卒園」 

エンジェルホーム  施設長 西村洋平 

桜のつぼみが膨らみ始め、ちらほらと開

花し始めているこの頃、エンジェルホーム

からは 3 名の子どもたちが卒園していきま

した。 

 それぞれが自身の将来をよく考え、進学、

就職と進路を決めることができたのではな

いかと思います。 

 卒園生を祝う会でのお祝いのあいさつと

して、私からは２つのエールを卒園生に送

らせていただきました。 

 １つ目は「続ける」こと。 

 これから先、学び続けること、働きつづ

けることは、基本であり最も難しいことで

もあります。これまでは職員に朝起こして

もらい、間に合うように送り出してもらう

ことが出来ていましたが、これからはそう

はいきません。自らの意思と力によって、

続けていく必要があります。 

 そんな時に支えとなるのは、目標と仲間

だと思います。少しでも前向きになるため

には、自身が目指す将来像とそれを共有し

励まし合える仲間が大切です。 

 ぜひそんな仲間を作って欲しいものです。 

 ２つ目に「一人で頑張りすぎない」こと。 

 社会的養護から巣立っていった子どもた

ちはしばしば、人に迷惑をかけたくないと

いう思いや、強い責任感、自立心から何事

も一人で乗り越えようと頑張りすぎてしま

う事があると言います。 

 自立とは一人でなんでも出来るというこ

とではなく、適切に周囲を頼ることが出来

る、また、頼り頼られる関係を周囲の人た

ち 

と築いていくことが自立なのではないでし

ょうか。 

 判断に迷う時、困ったときには信用でき

る人に相談し、一緒に乗り越えていきまし

ょう。 

 困ったときに真っ先に私たち職員の顔が

頭に浮かんでくれるように願っています。 

 卒園、おめでとうございます。 

 

 

卒園生のことば 

 

 

 

今年、9人の子どもたちが 

子供の町を巣立ちました。 

 

 

エンジェルホーム 5寮 M.A. 

 小 3 の 3 学期から今まで、お

世話になりました。ここまで成長

できたのは担当して下さった職員さん、陰

ながら応援して下さった方々のおかげだと

思っています。ありがとうございました。 
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 時には叱られ、時には自分のことのよう

に笑って喜んでくれて、悲しんでくれて、

今思うととてもありがたかったなと感じま

す。 

 私の反抗期の時代、けんかをして口もき

かなくなり、暴言をはいたりしましたが、

そんな私を受け入れてくれました。 

 約 8 年間、見守ってくれて、支えてくれ

てありがとうございました。ここの職員さ

んと出会えてよかった。これからも、ここ

にいるたくさんの子どもたちを支えてあげ

て下い。 

＜M さんは専門学校に進学しました＞ 

     

子供の町 さくら Ｍ.T. 

    私は、子供の町で 15 年間生活しま

した。その中でも、特に思い出とし 

残っているのは、4 つあります。 

 一つ目は、夏祭りです。屋台やゲームな

ど素敵な半日を過ごした思い出です。二つ

目は外出です。ディズニーランドなどいろ

いろな所に行きました。中でも、相模湖リ

ゾートプレジャーフォレストに行ったこと

や、一泊で日光に行ったのも思い出です。 

 三つめは給食室見学です。毎日食べてい

る食事がどのように作られるのか興味があ

って見学会に参加しました。給食室の職員

さんはどんなことを工夫しているか知るこ

とができ、毎日おいしく味わっています。 

 四つ目は、振袖の着付け体験です。初め

て振袖を来ました。嬉しかったです。 

 どれも忘れられない思い出です。 

 4 月からは、ドラックストアーで働きま

す。抱負は、レジを一人で出来るようにな

って、「また来たいな」と思てもらえるよ

うになることです。 

 今まで支えてくれた職員さん、ありがと

うございました。就職先でも頑張るので応

援してください。 

＜M さんはドラッグストアー 

          に就職しました＞ 

 

エンジェルホーム 5寮 Y.K. 

 私は、中学卒業後からの約 3 年

間生活していました。初めは、わからない

ことや慣れないことばかりでしたが、職員

の方々がそんな私に早く生活に慣れるよう、

気遣ってくれました。生活に慣れてからは、

学校や部活、アルバイトなど、いろいろな

体験をすることが出来ました。アルバイト

を始めることに関しても、いろいろな職員

さんが手伝ってくれました。 

 私は、毎週 1 回心理士さんと話す時間が

ありました。施設で生活する上でのいろい

ろなストレスとなる部分や学校の相談事、

雑談等何でも話を聞いてくれました。 

 私は、ストレスをため込みやすい性格な

ので、心理士さんとの面談は、とても良い

ストレス発散の場になっていたと思います。

私の中で心理士さんの存在はとても大きか

ったです。 

 寮の職員の方、それ以外の職員の方々い

ろんな人にお世話になりました。たくさん

の人たちのおかげで、進路の実現ができて

います。裏でどれだけの職員が動いてくれ

ていたか計り知れませんが、全ての人への

感謝を忘れずに生活することが大事だと思

います。 

 3 年間ありがとうございました。 

＜Y さんは美容院に就職しました＞ 
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子供の町 ひまわり Y.T. 

 自分は、小学 4 年生から子供の町

にいます。あっという間に卒園の朝が来て

しまいました。 

寮の職員さん、担当の職員さん、今まで

心配や迷惑をかけてきましたが、最後まで

めんどうをみて下さりありがとうございま

した。 これから一人暮らしとなりますが、

なんとか頑張っていきます。 

ありがとうございました。 

＜Ｙさんは物流会社に就職しました＞ 

 

エンジェルホーム 5寮 N.Y. 

 私は去年の 8 月に入所しまし

た。7 か月間お世話になりました。 

 入所期間が身近かったこともあり、他の

子たちと関わりは少なかったのですが、同

じ寮のことは自然と打ち解け、よく話しか

けてもらったり、最後には一緒に買い物に

行く仲の子もでき、とても嬉しかったです。 

 進学を希望する際、貯蓄がなかったこと

もあり、金銭面での問題が多く抱えていた

のですが、職員の方に親身に相談に乗って

もらい、奨学金など様々な機関の支援を受

け、無事春から大学生として新生活を迎え

ることができます。法学部に進学し 4 年間

で学びを深めると共に、新たな繋がりから

様々なものを吸収し、知識と教養を身につ

けていきたいです。 

 短い間でしたが、ありがとうございまし

た。 

＜N さんは大学に進学しました＞ 

      

 子供の町 さくら U.I. 

私は、3 歳で入所し、約 16 年間子供

の町でお世話になりました。小さいころか

ら、たくさん反抗して、癇癪も起こして、

自分ながらに職員さんは大変だったんだろ

うなと思います。 

 いつもここから出たいといっていたわた

しですが、ここにいてよかったこともたく

さんあります。 

 まずは寮外出。たくさんの経験をさせて

もらったこと。私たちが楽しめるような企

画をたててくれたり、ふつうではできない

経験をたくさんしてきました。すごく楽し

かったです。 

 そしてダンス。私は、小学

校 3 年生に子供の町のダンス

クラブに入りました。体を動

かすこと苦手な私が心から楽しいと感じる

活動でした。音楽にのせて練習した成果を

みんなに見てもらえることは、自

分にとって達成感がある大きな経

験になりました。 

 最後に職員さんへ。文句ばっか

り言っていたけど、本当は感謝しています。 

 ありがとうございました。これからも自

分のペースで前に進んでいきたいと思いま

す。 

＜U さんは就活中です＞ 

 

 

 

卒業しました 

 

 

幼稚園 

6人のこどもたちが 

幼稚園を卒園しました。 

4月からは 1年生です。 
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「―インタビュー― 

小学校で何したい？」 

S さん   しょうがっこうのべんきょうを

がんばりたい。ともだちを 100 にんつくる。

たのしみなことはきゅうしょくです。ぜん

ぶたべるようにがんばる。らんどせるをつ

かうのがたのしみです。 

Y さん   しょうがっこうでがんばりたい

ことはべんきょうとがっこうのものをたい

せつにする。たのしみなことはじきゅうそ

うたいかいがんばりたい。らんどせるをつ

かうのたのしみ。 

 

 

 

小学校   

小学生は 10人が卒業しました。 

6年間、たくさんの思い出があります。 

 

 

「がんばった持久走大会」 

エンジェルホーム 9寮 O.W. 

 小学校で一番の思い出は、持久走大会で

す。ぼくが、一生けんめいに取り組めたこ

とです。 

 １、2 年生のときはあまり興味がなくや

る気もでませんでした。朝のマラソンも毎

日つらかったです。3 年生になって朝のマ

ラソンになれてきて自分の中の何かが変わ

りました。走るのが楽しくなったのです。

足が速くなったような感じがしました。休

み時間にはおにごっこをたくさんしました。

おかげで持久走大会は 8 位に入ることが出

来ました。自分でもおどろきました。 

 4 年生で 10 位、5 年生で 7 位でした。 

 6 年生では、5 位を目標にがんばりまし

た。今までで一番練習しました。6 位だっ

たのでとてもくやしかったです。 

 中学校に入ったら、友だちときそい合っ

て足を速くする練習をして強くなりたいと

思います。 

 

「心に残る最後の運動会」 

子供の町 すみれ M.Y. 

私は、運動が苦手でした。だから運動会

も嫌いでした。人前も苦手だったので、休

みたいぐらいでした。でも、5 年生のとき、

当時の 6 年生のフラッグを見て、感動しま

した。旗の動きや音、息がぴったりでとて

もきれいでした。わたしも「やりたい」と

思いました。 

 6 年生になり、フラッグをやることにな

りました。フラッグをやるのは、うれしか

ったけど、できるか心配していました。そ

れでもやりたかったのでがんばると決めま

した。 

 しかし、暑くて練習時間も少なく、つら

い時もたくさんありました。先生がみんな

に「やめますか？」と聞いてきた時もあり

ました。それでもやっぱり前の 6 年生をぬ

かすような、他の学年にすごいといわれる

ような発表にしたいと思ったので、あきら

めませんでした。 

 休んだりしたときは、分からなくなって

しまい、友だちがていねいに教えてくれた

こともありました。 

 運動会当日は、きんちょうしたけれど、

楽しみという思いもありました。フラッグ

の発表では「おー」とか「すごい」

という声がきこえました。嬉しか

ったです。子供の町のみんなも観

に来て応援してくれました。 



「子供の町だより」復刊 49 号               令和５年３月３１日発行 

 

7 

 

 私は、このことから、努力をすればいつ

か成功につながることを知りました。運動

はやりがいのあることで、とても楽しいこ

とも知りました。 

 中学生になったら体育祭があります。で

すので、今回のように努力して本気で取り

組みたいと思いました。 

 

中学校 

14人が卒業しました。 

コロナ禍での 3年間でしたが、 

たくさんの思い出ができました。 

 

 

「3年間の思い出」 

子供の町 たんぽぽ Y.I. 

 中学校の 3 年間、修学旅行やスキーなど

思い出に残ることはたくさんありました。

でもそれ以上に部活が思い出に残っていま

す。 

 1 年生。コロナがあって分散登校。6 月

なってようやくクラスみんなが集まり、部

活動が始まりました。僕は、陸上部に入り

ました。初日、いきなり外周 10 周ときつ

いメニューで、僕は「部活は楽しくない！」

と思いました。 

 2 年生、後輩ができました。先輩として

の役割、係の仕事、いろいろありました。

大会でもがんばったとはいえませんでした。

1 年生をまとめて、自分の練習もしないと

いけないその大変さで嫌になることが多く

ありました。 

 3 年生になって、最後の大会で自己ベス

トを出しましたが、決勝には行けませんで

した。結局、楽しかったことはありません

でした。 

 でも、今部活に行きたいです。結果が残

せなくても、いろんなことに挑戦できたこ

とが楽しかったなと今になって思います。 

 僕は、部活が好きです。 

 

「中学校の思い出」 

子供の町 すみれ H.Y. 

 中学生活で思い出に残っていることは 3

つあります。 

 １つ目は、修学旅行です。同じ班の子た

ちとコースや電車の時間を考えて行動しま

した。金閣寺、清水寺を見て京都・奈良の

歴史に触れました。知らない土地で計画通

りにならなかったけど、皆で協力して思い

出に残る修学旅行を作ることが出来ました。 

 2 つ目は、友だちとの生活です。3 年生

になってできた友だちは、すごくくだらな

いことでけんかをして、ぶつかり合ってい

たけれど、結局仲直りして今では仲の良い

友だちです。 

 3 つ目は勉強です。学校に行かなかった

ら勉強おいていかれて、テストで散々でし

た。3 年生になって学校に行くようになる

と、テストで点数が取れるようになりまし

た。 

 3 年間、あっという間に終わって色々な

思い出ができて楽しい中学校生活でした。

高校生になったら、遅れていた分の勉強を

頑張りたいです。 
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◆１月１７日＜埼玉りそな銀行フードドライブ

受け取り＞ 昨年度に引き続き、埼玉りそ

な銀行の職員によるフードドライブにより

集められた食品や日用品の贈呈式があり、

たくさんの品物をいただきました。贈呈式

には協賛の春日部市から市長も参列し励ま

しのお言葉をいただきました。地域の銀行

様からの継続したご支援に感謝です。 

◆２月５日＜お楽しみイベント～着物・袴姿

に・・・＞ （株）コマーム様による「お楽し

みイベント」が昨年度に引き続き実施され、

昔ながらの伝承遊びやお茶会を体験し楽し

みました。さらに高校３年生の４名が着物

や袴を着付けてもらい 18 歳を祝っていた

だきました。大人びた高校生の着物姿、袴

姿にびっくり・うっとりでした。 

◆３月５日＜ミュージックボックス発表会＞ 

 講堂にてグループごとにミニ発表会を開

催しました。普段の練習の成果を観てもら

う機会となり、やや緊張した面持ちながら

頑張って披露していました。コロナによる

３年間は活動も予定通りになりませんでし

たが、久しぶりに観客の前での発表となり

ました。 

◆３月１１日～１２日＜SDGs イベント参加＞ 

 子供の町は「かすかべ SDGｓパートナ

ーズ」に登録しています。今回、春日部市

が主催するイオン春日部店で開催されたイ

ベントに参加しました。市上建設様のご支

援により子供の町の紹介展示を設置し、同

時に里親啓発活動を実施しました。

R5年 1月～R5年 3月に寄付金・寄付品を頂いた方々（順不同・敬称略） 

荒木嗣則    池田樺威  和泉英仁   伊東二三重    井上修  岩本光弘  遠藤佳子  

大久保和夫      門司一徹  川並淳子  北田幸一   木村亜矢子    佐藤彩有里  瀧口典子   

田中文男  中条紀孝   中村美雪   新島哲夫   朝妻直美  林惠子  林万律子  深澤富雄  

伏見清彦  松本伸一郎     村上宗嗣   森住竜雄  渡邉大智  鈴木アサ子      

 故荒尾雅也 遺言執行者 北村行夫  西金野井東谷頭地区下水道利用組合   武里スポーツ館          

さいたま・りぷろの家   文具のナカジマ  認定 NPO 法人 女性のスペース結   フードバンク 

一般社団法人 沖縄学童疎開船対馬丸こども未来平和基金  カーブス春日部ふじ通り店    ㈱YTSUN 

カーブス武里   内牧夢らんど  平方夢らんど   かすかべ夢らんど  コストコ新三郷倉庫店  

南彩農業協同組合  ㈲協栄ローラー工業  ㈱みのや  ピーアール㈱    アリックス㈱     

 ㈲東武管工設備           MC プロデュース㈱  アットホーム㈱  浜友観光㈱  楽園大宮店   

ヤマザキビスケット㈱       ㈱イシモ建設  ㈱Daska＆Desiree  ㈱サンメディカル    

㈱クマヒラ・ホールディングス 

 

令和 5 年 1 月 20 日発行の子供の町だよりにお名前の間違いがありました。お詫び申し上げます。 

 誤：越谷事務所 弁護士 西村友希            正：原後綜合法律事務所 弁護士 西村友希 

 

後援会へのお問合わせ 事務局 ＴＥＬ 048-746-0206 


